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2016年  1月 20日 日本株式市場は再び急落、約4年ぶりの割安さに 
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■安倍政権は大幅に改善した企業収益を踏まえ、経

済界に3年連続で賃上げを要請しています。こうし

たなか経団連は1月19日に発表した交渉の指針で、

年収ベースでの賃上げ検討を企業に求めたものの、

ベアには慎重な姿勢を示しました。 

■一方、労働組合の中央組織である連合も、

2016年春闘のベア目標を「2％程度」とし、要求の

勢いを2015年の「2％以上」からやや弱めました。こ

のように賃上げについては労使とも昨年ほどの強気

な姿勢はみられていません。 

「春闘」とは春季生活闘争の略で、労働組合が賃上げなどの要求を企業側に求める労働運動のことをいいま

す。「春闘」という名称は、日本では4月を新年度のはじまりにする慣例があるため、労働組合が生活改善を目

指し、毎年2月から3月にかけて企業と交渉することに由来しています。なお「春闘」は、このところ日銀が物価

動向を見極める上で強い関心を示しており、市場関係者からも注目が集まっています。 

■一般に労働組合は、交渉力を高めるために同じ業種の組合と一緒になって企業と交渉を行います。また交

渉の順番は業績が好調な業種の大手組合から始まり、大企業から中堅・中小企業へ、そして中央から地方

へと進んでいきます。なお賃上げには、年齢などに応じて自動的に増える定期昇給と、賃金水準を引き上げる

ベースアップ（ベア）の2つがあります。 

交渉は業種毎に、大企業から中堅・中小企業の順に進む 
賃上げには定期昇給とベアの2つがある 

賃金が伸び悩めば日銀の政策判断にも影響が及ぶ可能性 

政府は賃上げを要請 
ただ労使とも昨年ほど強気でない 

(出所)各種資料を基に三井住友アセットマネジメント作成 

2016年春闘を巡る労使の動き 

■賃上げに慎重な理由として、中国景気に対する懸

念や原油安の進行で金融市場が混乱し、円が買

い戻されるなど、企業業績の先行きに不透明感が

強まっていることなどが挙げられます。また物価の伸び

悩みが続いていることも、大幅な賃上げの要求を難

しくしている一因とみられます。 

■2015年の定期昇給分を除く平均賃上げ率（賃

上げ分が明確にわかる組合の集計）は前年比

＋0.69％で、2016年はこれを下回る伸びになるこ

とが予想されます。賃金が伸び悩み、物価の押し上

げにつながらない場合には、日銀の政策判断にも影

響が及ぶ可能性があります。 

 2016年の「春闘」展望（日本） 

経団連（経営労働政策委員会報告） 

 企業の積極的な賃上げへの対応が必要。 

 (定期昇給などを含む)年収ベースでの増額を求める。 

連合（2016年春闘での闘争方針） 

 ベアは2％程度を基準。 

 定期昇給とあわせ、計4％程度の賃上げを求める。 

http://www.smam-jp.com/market/report/marketreport/1251448_1951.html
http://www.smam-jp.com/market/report/marketreport/1252269_1951.html

